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研究成果の概要（和文）：横須賀製鉄所の歴史は、日本の工業技術発展の根幹に結び付いている点で重要といえ
る。度量衡については、メートル法を先駆的に導入し、1尺を303㎜と換算する等、尺貫法を今日に近い数値で換
算していた。更に、幕末期から耐震を意識していたことが明らかとなった。特に、第1号船渠では、耐震性と維
持費の検討結果から、浅瀬に建設する方式から半島を掘り込んで建設する方式に設計変更され、地盤を強化する
工事も行われていた。建物についても地盤改良と基礎工事を意識して行っていた事が明らかとなった。耐震の検
討の前提となる材料研究についても、強度試験を含む本格的なもので、今日と同様に材料の変形解析も行われて
いた事が確認された。

研究成果の概要（英文）：The Yokosuka Arsenal was adopt the metric system and request its Japanese 
traders to convert the old Japanese measurement system into the metric system, and 1 shaku at the 
end of the Edo period was calculated to be 303mm. 
The Yokosuka Arsenal’s designs reflected a keen awareness of the earthquake-prone nature of Japan 
as well as the post-construction maintenance. This was especially the case with #1 dry dock, the 
construction method of which, after considering the earthquake resistance and maintenance costs, was
 altered in design from the original method of constructing by reclaiming the coastline to digging 
partially into the peninsula. 
The content of the materials surveys and research to primarily use Japan-sourced products were 
advanced and professional. It is not widely known, but the materials research that took place at the
 Yokosuka Arsenal also included strength testing and deformation analysis of materials similar to 
that used today. 

研究分野： 建築史
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
製鉄所の建設と運営は、フランス人技術者

に委ねられたため、フランスの公文書館には
関連史料が数多く存在する。更に、平成 22
年度頃からは、首長ヴェルニー家伝来の資料
群の複製が公開されたのに加え、副首長ティ
ボディエ家、会計課長モンゴルフィエ家伝来
の資料群の整理も子孫によって進められて
いる。これらの史料は、近代建築技術史上で
重要なものを含むのに加えて、広く紹介され
る事が望まれる資料と考えられる。これらフ
ランス側に伝来する一次資料群の調査は、横
須賀製鉄所の建築技術史研究上で有益な新
資料の発掘にもつながる可能性があり、本研
究課題の申請時期では特に、調査着手が早期
に求められる状況下にあったものと捉えて
いる。 

 
２．研究の目的 
本研究は、日仏に伝来する一次資料をもと

にして、横須賀製鉄所に導入された近代的技
術の特徴と源流を明らかにする事を目的と
している。また、横須賀製鉄所の建築技術史
研究上で有益な資料については、フランス語
の手書き資料の原文翻刻と訳文を広く公開
し、今後の研究発展に資することも主たる目
的とした。 
  
３．研究の方法 
本研究では、大量のフランス語文献の解読

を伴うことから、網羅的な翻訳完了を待つ事
無く、逐次、研究成果を挙げていく必要があ
った。そこで、フランス語文献の分析作業と
活字化・公開を兼ねる作業として、訳文の長
文引用を伴う論文発表を申請者所属の研究
紀要にて行った。学会発表は、この紀要に立
脚した形で行い、フランス語文献の解読作業
と論文化を並行して実施した。 
文献解読作業で困難であったのは、先ず、

複写した手書き資料の解読作業であり、フラ
ンス留学経験者、及びフランス国立理工科学
校（エコール・ポリテクニック）の学生の協
力を得て、手書き資料の翻刻を進めた。フラ
ンス語文献読解作業は、長文引用の紀要発表
を行える資料群と部分引用に使用する重要
資料群の 2種類に分けて、二眼構想で翻刻と
解読を進めた。資料の研究作業では、長文引
用を伴うフランス語文献の分析結果を研究
紀要で発表行いつつ、研究を進めた。 
活字化されたフランス伝来の資料群にも

横須賀製鉄所の建築技術史研究上で重要な
ものが存在する事が明らかとなり、これにつ
いても、建築史上有益な箇所の長文引用と対
訳紹介を含む紀要発表を行った上で研究を
進め、主要な内容については学会発表を実施
した。特に、横須賀造船所伐木技師デュポン
が 1879(明治 12)年に著した『LES ESSENCES 
FORESTIÈRES DU JAPON』(仮訳:日本森林概要)
はフランス防衛資料館に所蔵されているも
ので、学会で発表した以外にも建築史上で重

要な記述が確認されている。活字としてフラ
ンスに伝来している資料については、既に、
研究で活用しやすい形になっていることも
あり、これらの包括的な解読は今後の課題と
した。そして、本申請課題では、手書きのフ
ランス語資料の翻刻と対訳作成を中心に作
業を進め、その一部を研究紀要と学会で発表
するという方式で研究を重ねた。 
 
４．研究成果 
(1) 平成 24 年度 
 当該年度は、横須賀製鉄所とフランスのブ
レスト海軍工廠の煉瓦寸法規格が共通して
いる点を明らかにしつつ、横須賀製鉄所に伝
わった煉瓦製造技術の源流を探るべく、ブレ
スト海軍工廠の煉瓦製造に関する技術書の
翻訳作業を進めた。その成果は当該年度、及
び翌年度の研究紀要に報告した。 
 この他、横須賀製鉄所首長ヴェルニーの子
孫に伝来するヴェルニーの経歴書の翻訳、フ
ランス防衛資料館所蔵の横須賀製鉄所関連
資料目録の翻訳を進め、翌年度以降の研究推
進に備えるための基礎的作業を行った。これ
らの作業は、重要文献選別の参考となったほ
か、ヴェルニーの経歴書については、来日前
における中国寧波での造船所建設に関わる
記述が確認された。 
(2) 平成 25 年度 
 横須賀造船所伐木技師デュポン著『LES 
ESSENCES FORESTIÈRES DU JAPON』(1879 年)
の解読を中心に作業を進めた。その結果、破
壊強度試験の実施など、我が国の建築技術史
上で重要な内容がいくつも確認された。また、
前年度から継続して、横須賀製鉄所の煉瓦製
造の源流となったブレスト海軍工廠の煉瓦
製造にかかわる技術書の分析を続けた。その
結果、ブレスト海軍工廠では、調合と強度の
関係などについて、工学的な材料実験を行っ
ており、その上で煉瓦製造寸法や工程を定め
ていたことが判明した。横須賀製鉄所では、
その研究成果を活かしうる環境にあったこ
とも併せて指摘した。 
 この他、副首長ティボディエの子孫に伝来
する「横須賀製鉄所基本方針書」などの分析
も進め、これと同類の資料に関する対比的研
究用の資料として活用した。加えて、日仏の
伝来資料の対比的研究の一環として、横須賀
製鉄所第一号船渠の現地調査も行った。 
 
(3) 平成 26 年度 
 当該年度は、デュポン著『LES ESSENCES 
FORESTIÈRES DU JAPON』の解読を続けるとと
もに、横須賀製鉄所首長ヴェルニー、同副首
長ティボディエ、同会計課長モンゴルフィエ
の子孫に伝来する資料群の整理・分析を進め
た。その結果、建築技術に直接かかわる資料
の割合は少ないものの、工学的内容を有する
資料や富岡製糸場との関わりを示す資料な
どが散見され、横須賀製鉄所に導入された近
代的技術とその後への影響を窺う上で、参考



となる資料の存在が確認された。また、副首
長ティボディエの子孫に伝来するモンゴル
フィエが著した日仏単位換算書について、再
度検証を進めた結果、鯨尺などを含め、日本
古来の単位が幅広くメートル法に換算され
ていた事が確認された。更に、日本側に伝来
する資料との対比的研究を進めた結果、横須
賀製鉄所の取引業者にメートル法の使用を
求めたていた時期が、同書作成から近い時期
であったことが確認できた。 
 
(4) 平成 27 年度 
 当該年度からは特に、横須賀製鉄所におけ
る耐震への意識とその検討の元となる建築
や材料の強度の把握方法に着目した研究を
進めた。その結果、横須賀製鉄所における耐
震の課題は、首長ヴェルニーと幕府の役人等
が一緒にフランスに出張していた 1865 年 10
月には既に、ヴェルニーと幕府の役人双方で
認識され、その対策の検討が進められていた
事が確認された。また、同所建築課長フロラ
ンも材料の強さと耐震への意識を有してい
た事がフランス・パリの灯台営繕組織の長
（レイノー）に宛てた同氏の手紙により判明
しており、横須賀製鉄所の土木・建築物の設
計では、建設開始の草創期から耐震が意識さ
れていた事が明らかとなった。耐震の検討の
前提となる材料の強度の把握については、少
なくとも木材については、破壊強度試験の結
果を含む本格的な材料実験を実施していた
事を指摘した。しかしながら、首長ヴェルニ
ーは明治 9年の帰国時の報告書において、船
台とドックについては「好結果を呈し」と評
しつつも、木骨煉瓦造には技術的課題があっ
たと述べるなど、横須賀製鉄所における建築
構造技術への課題認識は建設草創期以後も
持たれ続けていた事も併せて確認できた。 
 
(5) 平成 28 年度 
 当該年度は、平成 27 年度までに計画して
いたフランスでの資料収集調査が行えなか
ったこともあり、収集済みの資料を研究対象
とし、作成年代の古いものから順を追って資
料内容を再度、俯瞰した。また、横須賀製鉄
所首長ヴェルニーが来日前に中国の寧波に
建設した造船施設に関する調査も行った。造
船施設の大凡の位置などは把握できたもの
の、施設の詳細については明らかに出来てい
ない。しかし、現地調査では、横須賀製鉄所
と共通する建築技術や土木技術の存在が確
認されるなど、今後の研究進展に示唆を与え
る調査成果も得られた。 
収集済み資料全体を概観する作業の中で、

特に、横須賀製鉄所の基本計画書である所謂
「規則書」を中心に分析を進めた。｢規則書｣
は、日本語版とフランス語版が日仏の資料館
に伝来している。日本語版では、近年、根本
資料を元にした研究が進められ 3種類の「規
則書」の存在が指摘されている。そこで本研
究では、フランスの防衛資料館に所蔵される

フランス語版の「規則書」と対訳関係にあっ
た日本語版の「規則書」を割り出し、対比的
研究を行った。その結果、フランス語版と日
本語版の「規則書」では、項目等の文書体裁
が共通し、フランス語版に記された作成日が
日本側の動向とも整合しているのに加えて、
先行研究によって示された日本語版の「規則
書」の推定制作年月日と合致することが明ら
かとなった。また、日仏版の規則書は、文章
の内容がほぼ合致するため、高い翻訳精度で
作成されていたことも確認された。一方、日
仏版の「規則書」では、勤務条件に関する細
かい記載に多少の相違点が認められたもの
の、作成日と内容がほぼ合致することから、
横須賀製鉄所の事業計画については、柴田日
向守剛中と首長ヴェルニーの渡仏前の規則
書作成段階において、事業内容に加えて各事
業項目の予算案の詳細に至るまで日仏双方
で調整が進められていたものと考えられる。
横須賀製鉄所首長ヴェルニーは、「規則書」
作成後にその建設準備のために渡仏してい
るが、渡仏中に日本側で実施しておくべき建
設事業等を記した文書や建設当初の建設方
針に関わる関連文書の存在が確認された。こ
れらの分析については、中国の寧波の造船所
との対比的研究を含め、今後の研究課題とし
た。 
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